
「東京に暮らしていて 音楽を語ることはない／

こんなにたくさんの音楽家がいて／音楽すること

に何の意味があるのか／だれも知らない」―『音

の静寂　静寂の音』（平凡社）から

高橋悠治の書いた文章を、読まれたことはあり

ますか？もしまだなら、上記『音の静寂　静寂の

音』か、『高橋悠治 コレクション1970年代』（平

凡社）を、お手にとってみてください。あるいは、そ

のサイト http://www.suigyu.com/yuji/を。引用し

たものと同様に、痛烈で厳しいことばが、いくつも

ならんでいます。しかしそれは、今の世の中にあふ

れる、他者を一方的に傷つけるようなことばたち

とは、無縁のものです。どこまでも誠実に妥協な

く音楽と社会について考えてゆく中で、どうしても

発しなくてはならないものとして、しかもそれを発

することで生ずる責任の重さを全て引き受けてい

ることばたち。それは、難解な、専門的な言い回

しを使うことなく、いにしえの詩のようにまっすぐ

読み手の心を射抜き、強く揺り動かします。

高橋悠治というひと

4月21日（土）に水戸芸術館でピアノ・リサイタ

ルを行う高橋悠治とは、どんな音楽家なのでしょ

うか？ごく大づかみにその軌跡をたどってみましょ

う―1960年代に恐るべき天才作曲家・ピアニス

トとして登場。彼がいかに世界を震撼させたかは、

たとえばそのピアノ演奏ひとつをとってみても、彼

の師であるギリシャの作曲家・クセナキスの超難

曲を鮮やかに弾ききった録音がフランスでディス

ク大賞を受賞したり、小澤征爾の依頼でバーン

スタインの〈不安の時代〉のソリストを急遽引

き受け、驚異的な演奏でオーケストラと聴衆を圧

倒したり（この話は、新潮文庫の『対談と写真

小澤征爾』の中で生き生きと語られています）、と

いったエピソードに明らか。その後、大阪で行わ

れた万国博覧会（1970年）のために、新しいテ

クノロジーを駆使した作品〈慧眼（エゲン）〉を書

くなど話題を集めつつ、70年代の後半には「水

牛楽団」を組織してアジアの民衆との連帯をふか

め、その後、画家や詩人との共同作業、日本の

伝統楽器やコンピュータを用いた作品の発表な

どを行いながら今にいたる。ジャーナリスティック

な話題性とは距離を置いているが、その音楽に

深く共感する人は世界中にたくさんいる―たとえ

ば、この水戸芸術館に登場した音楽家に関する

だけでも、1996年に招聘したニューヨークの重

鎮作曲家スティーヴ・ライヒが、日本の現代音楽

の現況について私たちに尋ねたときに真っ先に

挙げた名前が高橋悠治と高橋アキだったことや、

同じ96年に水戸芸術館で岩井俊雄とパフォーマ

ンスを行った坂本龍一に2年後に会ったとき、開

口一番「悠治さん水戸に来たんですか」と尋ねら

れたこと（その前年高橋悠治は水戸芸術館で行

われた「日本の実験音楽1960s」の演奏会に出

演していました）などが、即座に思い出されます。

しかし、このような話は、あくまで表面的なもの

です。高橋悠治は、何よりもまず、欧米中心の音

楽のかたちや制度を常に疑い、私たちの生きる社

会と音楽との関係を真摯に問い続ける、孤独で

困難な旅路を続けてきた音楽家です。その思想

の精髄は、ぜひ前述の著書でどうぞ。

では、その音楽は？「代表作」は何でしょう？答

えは「ない」あるいは「すべて」と言えるかもしれ

ません。「同じことは2度とくりかえさない」この音

楽家にとって、作品を記念碑のように打ち立てる

心持ちは微塵もなく、それらは、鳴り響いた瞬間、

聴く人の心に静かに強く痕跡を残したのち、また

立ち去っていきます。幸運にも私たちは数多くの

CDで高橋悠治の音楽に触れることができますが、

どの時代の音楽も、音楽が生まれでる始原の場

所を感じさせる、裸形で、厳しく、それでいてとて

も豊かなたたずまいをしています。その音楽は、

「音楽をするとは、どういうことなのだろう？」と聴

く者に終始問いかけながら、誰も聴いたことがな

いのに、どこか遠い昔に聴いた記憶があるような、

そんな不思議なうたをつぶやき、なにかを探して

います。…やれやれ、私の稚拙な表現ではどうに

もなりません。高橋悠治本人のことばこそが、そ

の音楽をこの上なく適確に表現しているように思

えます。「できるだけたくさんの音に 耳をひら

き／名づけ分類することなしに／身体をさらして

いると／やがてあらわれてくるだろう／耳のなかで

ざわめく神経の 高い持続音／鼓動のこだま

息の気配も（一行空白）身体をとりまく音も／生

きている経験そのものである音も／皮膚の境界

をこえて／あいまいにゆれうごく ひとつのオー

ケストラをつくる」（『音の静寂　静寂の音』から）

そんな音楽を、聴いてみたいと思いませんか。高

橋悠治の70年代までの音楽はたとえば最初ドイ

ツ・グラモフォンから発表された『YUJI PLAYS

YUJI』等、90年代以降の音楽は10集からなる

『高橋悠治リアルタイム』のシリーズ等で聴くこと

ができ、近年のものは主に「水牛」レーベルから

それは、勇気の灯をともすピアノ。
●４／２１（土）高橋悠治ピアノ・リサイタル［ＢＡＣＨのための４人 その１．Ｂｒａｖｅｒｙ（勇気）］
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写真上・左；高橋悠治（え：柳生弦一郎） 写真上・右；水戸室内管弦楽団・新発売CDの表紙
写真下；映画『アンナ・マグダレーナ・バッハの日記』から アンナ・マグダレーナ（クリスティアーネ・ラングが演
じる）が〈パルティータ 第6番〉を弾くシーン（画像提供：ユーロスペース）

速報
水戸室内管弦楽団CD発売！

（詳しくは5ページを）

水戸芸術館音楽紙［ヴィーヴォ］
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高橋悠治のアルバムいくつか；左から『YUJI PLAYS YUJI』（タワーレコードPROA－39）、J.S.バッハ：パルティータ全曲他（コロムビアCOCQ84165
～6）、『高橋悠治リアルタイム-8 別れのために』（フォンテックFOCD3451）J.S.バッハ：ゴルトベルク変奏曲（エイベックス・クラシックスAVCL25026）、
『記号説／う・む』（水牛　SG009）

発売されています。余談ですが、高橋悠治の楽曲

タイトルは印象深いものが多いです。〈七つのバ

ラがやぶにさく〉〈慈善病院の白い病室で私が〉

〈パレスチナのこどもたちのかみさまへの手がみ〉

〈白鳥が池をすてるように〉等々…。

高橋悠治のピアノ演奏も、比較を絶したもので

す。すごい技術に支えられているのですが、テク

ニックや響きで作品を美しく彩るというより、むし

ろ作品の着衣を引き剥がしていきます。聴き手は

強力な覚醒感の中で、いまその曲が作曲されて

いるかのような、同時にその曲について論じられ

ているかのようなスリリングな体験をします。70

年代に日本コロムビアに数多く行ったバッハ等

の録音、あるいは近年エイベックス・クラシックス

から発表している〈ゴルトベルク変奏曲〉や古澤

巌との共演に、それは聴くことができます。

リサイタルについて

私たちは今年、『BACHのための4人』と題し、

4人の演奏家（高橋悠治、チェンバロ＆ハープの

西山まりえ、ヴァイオリンのミリヤム・コンツェン、

チェロのマリオ・ブルネロ）にそれぞれバッハをモ

ティーフとした演奏会を行ってもらいます。それぞ

れの視点からのバッハが、「音楽の父」といった

権威主義的なイメージでなく、「鏡」となり私たち

の音楽に対する知覚や認識にいろんな色彩の光

を当てる、そんなシリーズになるはずです。

第1回目に登場する高橋悠治は、バッハの作

品から〈パルティータ第6番〉を選びました。バロ

ック時代のさまざまな舞曲をあつめた組曲の究極

形とも言える6曲のパルティータの、最後を飾る

この曲。その演奏に期待が高まるのはもちろん

ですが、高橋悠治が「パルティータ第6番の“リミ

ックス”」と呼ぶ新作〈アフロアジア的バッハ〉が

これに先立ち演奏されるのも注目です。“リミック

ス”は、ある楽曲をばらばらに解体･再構築する行

為ですが（ロックやテクノの領域で頻繁に用いら

れます）、最近、高橋悠治の作品にしばしばこの

手法が聴かれます。昨年、バリトン・サクソフォー

ンの栃尾克樹との共演リサイタルで初演された

〈影の庭〉はマーラーのリミックスでしたし、CD

『記号説／う・む』収録の北園克衛の詩を用いた

〈KitKat Mix〉はサティがミックスされていました。

バッハというヨーロッパ音楽の権化は「アフロ

（アフリカ）」「アジア」的視点から、どのようにそ

の姿を変容させるのでしょうか。

リサイタルではもう1曲、ウィーンの作曲家、ヨ

ーゼフ・マティアス・ハウアー（1883～1959）の

〈ヘルダーリン（ベートーヴェンと同時代の詩人）

の言葉による表題をもつピアノ曲集〉が演奏され

ます。ハウアーはシェーンベルクと違うシステムに

よる12音技法を開発した作曲家ですが、その音

楽は強固な音の論理で人を縛ることはなく、むし

ろ夢の断片を現実の中に漂わせ、浸透させてい

くような不思議な魅力をそなえています。

バッハ、高橋悠治、ハウアー。三者の出会いは、

どんな旅に私たちを連れ出すのでしょうか。たしか

なことは、その旅には未知のものを恐れず受け容

れる小さなBravery（勇気）があると心強く、そし

てそれは旅の終わりにはきっと大きな炎となってい

るだろう、ということです。最後に高橋悠治がバッ

ハについて書いた一節を引用します。「バッハの

曲のどれかを鍵盤上でためしてみる／完成したも

のとしてではなく／発明された過去としてではな

く／未完のものとして／発見のプロセスとして／

確信に満ちたテンポや なめらかなフレーズを捨

てて／バッハにカツラを投げつけられたオルガン

弾きのように／たどたどしく まがりくねって／き

みは靴屋にでもなったほうがいい／その通りです

マエストロ／そして この音楽と現代社会のかか

わりについて／さらに 日々の生に その苦しみ

にこたえる音楽をもたず／過去の夢に酔うことし

かできないこの世界の不幸について／瞑想してみ

よ」（『音の静寂　静寂の音』から）

なお、この企画に関連して4月8日（日）ACM

劇場にて映画『アンナ・マグダレーナ・バッハの日

記』の上映を行います。こちらについては5ペー

ジの「ネッタマ」コーナーをどうぞ。《矢澤》

音楽が終わったら、また自分が椅子の中に居るの

に気が付くということも。音楽は魔術なのです。

心の扉に鍵をかけていても、勝手に開かれて、見

せたくない自分の秘密も自由に遊び回ってしまい

ます。怖い。音楽会なんか来たくない。大丈夫よ、

どんな事を自由に思っていても誰も自分の世界の

事で忙しくて、他の人がどんな感情を暴露してい

るかなんて気にしていません。どうぞ自由に想像

の世界で遊んで楽しんで下さい。最初に登場する

音の魔術師は、ベートーヴェン――彼の燃える魂、

気迫を感じていただければと思います。次なる魔

術師はショパン――憂い、過ぎ去った時の情景が

音楽に籠められています。最後を締めるスクリャー

ビンは、全く別世界へ皆様をお連れするでしょう。

まだまだ役者はいますが、これらの作曲者の曲は

皆様のよく知っている曲なので、その曲によって

皆様は自分の物語を思い出すでしょう。あの時、

あの人と・・・・・ネ?絶対に楽しめるから、会場に

是非来て下さい。来ないと楽しめませんよ。

でも、もし、目で楽しもうと思ったら、ダメだと思

います。目から入るのも大事だけれど、人に媚び

ようと、さも一生懸命演奏している振りとか、音楽

を感じ入っている振りとかは見る人が見れば、すぐ

分かります。人にそんな事で受けようとしない、正

統派の音楽で皆様に音楽の世界を散歩していた

だき、生きる喜び、エネルギーを注入出来れば私

の演奏家としての役目は果たせます。

今回、芸術館で演奏出来る事をすごく嬉しく思

っています。人生って本当に何が起こるか分かり

ません。水戸を去らなければならないと知った時、

一番に寂しく悲しかった事が、「芸術館の舞台に

立てない。」と思った事でした。でも運命の神様は

ちゃんと私に、芸術館で弾ける様にしてくれました。

昨年秋に亡くなった母の為にも、皆様の心が温か

く、柔らかく、自由で華やいだ気分になれる様な

演奏をしようと、日夜奮闘しております。

高山三智子

渾身の演奏で聴衆の心を掴む、水戸出身
のピアニスト高山三智子による、大作や
名作を揃えた意欲的なプログラムによる
リサイタルです。

■４／２８（土）
高山三智子
ピアノ・リサイタル

SS E L FE L F P O R T R A I TP O R T R A I T

音楽会の素晴しさとは何だと思いますか?

それは、時間と空間を越えた色々な作曲家達と、

音の言葉によって、自由に心の旅をする事だと思

います。その中では、自分でも忘れてしまっていた

心の動きや、今まで知らなかった感情が、音の魔

術によって呼び起こされたりします。音楽（演奏）

が始まった、その瞬間から、すぐに何処か別世界

に入ってしまう事もあるでしょう。でも最初は落着

き悪く、椅子に座って居るのが嫌だと思っている

内に、ある時から、自分が自由に飛び回っていて、

高山三智子



■ニュー・イヤー・コンサート２００７（１月５日）

「世界に、いくつもの花。」のタイトルのもと、「花」

をテーマにした今年のニュー・イヤー・コンサート。

野平多美編曲の「花」にちなむオーケストラ作品

が外枠を飾り、天羽明惠の生命の喜びに満ちたソ

プラノが花を歌いあげ（司会の山本志保とのやり

とりに場内爆笑）、専属楽団メンバーをはじめとす

る演奏者たちの名人芸によって、フレスコバルディ

から武満徹にいたる音楽の花々が3時間にわたり

華麗に咲きわたった。来場された方々の心に届い

た幾輪もの花々が、今年一年を美しく彩ることを心

からお祈りします。なお、NHK茨城県域デジタル

放送で生中継された。曲目詳細は芸術館ホーム

ページ内の担当者ブログ http://www.arttow

ermito.or.jp/blog/yazawa/20070105.htmlをご覧くだ

さい。《矢澤》●盛りだくさんのメニューでフルコ

ースの素晴らしい音楽の調べ 余すことなく楽し

ませていただきました 初春の喜びと希望にかん

ぱい！！（無記名の方）●天羽さんの歌声がキレイ

☆だった･･･（水戸市：A.Y.さん10歳）●今年もこ

のコンサートに来る事ができて、とても幸いです

（新潟県佐渡市：E.B.さん）●花のワルツで幸せで、

一年間頑張ろうという気にさせてくれました（水戸

市：M.Y.さん）●本当に盛りだくさんの花々。いろ

んな楽器、声楽によるいろんな名曲。（中略）とに

かくぜい沢な、すごいコンサートです（水戸市：M

さん）●アナウンサーの進行がよかったです（無記

名の方）●楽しみにしていた本日、骨折をしてあ

きらめかけていましたが、芸術館の方々のお世話

をいただき最後まで楽しむことができました（水戸

市：Y.T.さん）

■会沢明美ソプラノ・リサイタル（１月１３日）

小学校の教諭を務めるかたわら、熱心に歌に

取り組み続ける水戸市在住のソプラノ歌手・会沢

明美さんが「茨城の演奏家による演奏会企画」の

シリーズに登場し、リサイタルを開いた。塚田佳男

さん（ピアノ）、堀野浩史さん（バス）という磐石の

共演者を得て、会沢さんが近年積極的に取り組ん

でいる日本歌曲の中から、中田喜直、團伊玖磨、

石桁真礼生、三善晃という4人の戦後の作曲家の

歌曲が歌われた。「最高の共演者で、地元の皆様

に戦後の新しい日本歌曲を紹介したい」という会

沢さんの熱意は、そのていねいな言葉さばきとし

なやかな歌唱により、しっかりと聴衆の心に届いた

ようだ。以下アンケートをお読みください。アンケ

ートから●あまり日本歌曲に接する機会がなかっ

たのですが、歌詞がとても美しく、メロディーに乗

せるとまたステキで、会沢さんの声の質もとても良

かったです。昔をなつかしく思い出せる曲（詩）も

あり、涙が出ました。（ひたちなか市：無記名の方）

●一人の美しい声の小学校の先生が、このような

素晴らしいコンサートをなさる。冬の日の午後、そ

の深いまなざしと人生に打たれました。（那珂郡

東海村：Y.N.さん）●日本の作曲者により、詩の内

容も感動するもので、多忙な日々のよい安らぎの

時となりました。（無記名の方）

■茨城音楽文化振興会第５回定期演奏会

アーリー・スプリングコンサート（１月２１日）

茨城の若手演奏家が活躍する「茨城音楽文化

振興会（IMA）」、初めての水戸芸術館でのコンサ

ートは、初春にふさわしいフレッシュな演奏が次々

登場。サクソフォンの栗田美奈子さん、フルートの

市毛里香さん、ファゴットの倉持香織さんという管

楽器の3人がソロに室内楽に妙技を聴かせれば、

ピアノは片岡麻衣さん、瀧家尚美さん、川井理香

さん、田名部真理恵さんの4人がかわるがわる登

場という豪華さ。メゾソプラノの川澄芳英さんがそ

こに花を添える。ベートーヴェン若き日の佳品や、

ブラジルの作曲家ヴィラ・ロボスの〈ファンタジア〉な

ど秘曲もまじえたヴァラエティ豊かなステージ。芸

術館での演奏会ははじめてというお客様も見受け

られ、熱心な普及活動を行うIMAの成果が着 と々

実りつつあることを感じた。今後のIMAのますま

すの発展をお祈りします。《矢澤》アンケートから

●会場もすばらしくバラエティに富んだ構成が楽し

めた（日立市：Y.F.さん）●サクソフォンやファゴット

など普段耳にしない楽器の音色が聞けて良かっ

た。また、選曲も良いように思う（無記名の方）●

曲の簡単な解説があるとよいと思います（水戸市：

無記名の方）●若い人の演奏は近くで見て楽しめ

ますね（水戸市：H.M.さん）●とてもすてきな演奏

でした！うっとりしました（水戸市M.U.さん12歳）

■レイフ・オヴェ・アンスネス

ピアノ・リサイタル（２月４日）

21世紀のピアノ界を背負って立つ若き巨匠レイ

フ・オヴェ・アンスネスのリサイタル。現在、世界中ど

こへ行っても大きな注目と期待で迎えられるアンス

ネスは、しかし、今時めずらしいほどに飾らない、

朴とつな人柄だった。その人柄は音楽にもあらわ

れる。虚飾を廃し、自らの内面に映し出された像

だけを切り取ったかのようなその音楽は、類稀な

純粋さを湛えていた。ベートーヴェン〈ピアノ・ソナ

タ第32番〉の第2楽章、ムソルグスキー〈展覧会

の絵〉のカタコンブなどでの澄み切った弱音による

表現は、その最たるものだろう。熱狂的なブラボ

ーに応えてのアンコールは、①モンポウ：〈湖〉（曲

集〈風景〉の第2曲）、②リスト：ヴァルス・アンプロン

プチュ S.213の2曲。《関根》アンケートから●ア

ンスネスを長い間待っていました。待った甲斐が

ありました。素晴らしい演奏でした。（無記名の方）

●多彩なピアノの音色が心に訴えかけてきて、大

変幸せな気持ちになれた演奏会でした。特にベ

ートーヴェンは、こんなに名曲だったか！！と今さら

ながら目からウロコです。（水戸市：無記名の方）

●キレイで、一つ一つの澄んだ音の連なり、ひび

き、本当に素晴らしく、心の洗われるピアノ・リサイ

タルです。変に力強いのでなく、一つ一つの音が

最近の公演から
JANUARY
FEBRUARY

1～3.ニュー・イヤー・コンサート2007 4～5. 会沢明美ソプラノ・リサイタル 6～7. 茨城音楽文化振興会第5回定期演奏会
8.レイフ・オヴェ・アンスネス ピアノ・リサイタル
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生き生きとしているピアノ演奏、初めてのような気

がします。やはり北欧の清冽さでしょうか。（水戸

市：Mさん）

■中学生のための音楽鑑賞会

（２月９、１５、１６日）

水戸市立中学校全16校と茨城大学附属中学

校、茨城中学校、水戸英宏中の１年生、およそ

2,700人をホールに招いて開催した鑑賞会。出演

は水戸室内管弦楽団でもお馴染みの工藤重典さ

ん（フルート）と荒 絵理子さん（オーボエ）、伊藤

圭さん（クラリネット）、成田有花さんという3人の若

手演奏家。工藤さんの中学校時代のエピソードな

どのトークを挟みながら、独奏曲からアンサンブル

曲まで、全7曲が披露された。そして、演奏会の

最後には、出演者全員が伴奏を務めて唱歌〈ふる

さと〉を皆で歌った。また、終演後、希望者はエン

トランスホールでパイプ・オルガンによるバッハの

〈小フーガト短調 BWV578〉の演奏を鑑賞した。オ

ルガン演奏は加藤麻衣子（9日）、山田由希子（15、

16日）。《中村》中学生のアンケートから●楽器の

紹介やライトによる演出もあり、とても楽しい時間を

過ごすことができました。木管のアンサンブルのひ

びきがとてもきれいでした。（第四中）●私は部活

でフルートを吹いています。私は今日、工藤さんの

演奏を聞いて、キレイな音が出せるようにしようと

いう目標をたてました。（赤塚中）●色々な楽器が

一つとなって、とてもきれいな音色を奏でていて、

とてもすごかった。また、音楽を聞くことで、気持

ちを楽にしたり、元気になったりすることが、あらた

めて分かった。音楽はとてもすごい力を持ってい

るんだなと思った。（緑岡中）●パイプ・オルガンの

演奏をはじめて聞いて、すごくきれいな音だなと思

いました。とても大きかったなー。（千波中）

■ヴェッセリーナ・カサロヴァ

メゾ・ソプラノ・リサイタル（２月１４日）

今まさに絶頂期を迎えている世界最高のメゾ・ソ

プラノの一人、ヴェッセリーナ・カサロヴァが水戸芸

術館にやってきた。カサロヴァの歌はもう「すごい」

の一言に尽きる。聴衆の期待を余裕で上回る、ま

さに千両役者のような歌いぶりだった。それにし

ても、カサロヴァの、豊かでたくましい強声の対の

ように存在する弱声は、繊細なニュアンスにとん

だ表現を秘めているが、それが水戸芸術館コンサ

ートホールATMという室内楽ホールにおいては何

にも邪魔されず、明確に客席に届いていたのが嬉

しかった。本編10曲につづくアンコールは、モー

ツァルト：歌劇〈フィガロの結婚〉から“恋とはどんな

ものかしら”と、ブルガリア民謡〈カリマンク・デンク〉

の2曲。それまでのオペラの世界から一転、カサ

ロヴァの故郷であるブルガリア独特の節回しが印

象的な民謡も、感動的だった。《関根》アンケート

から●声はもちろん表情、手足の動きなど体全体

を使って歌うのに感動。とてもドラマティックで、オ

ペラのシーンのよう。オーケストラ伴奏で聴くより、

息のあったピアノ伴奏での方が、間近に彼女に接

することが出来、良かったと思う。心豊かになる

一時でした。ありがとう。（水戸市：K.H.さん）●素

晴らしかった。本物に出会えた喜びでいっぱいで

す。オペラの上演も是非聴いてみたい。（水戸

市：K.T.さん）●本プログラムも素晴らしかったの

ですが、アンコールも！！再演を希望します。想い出

に残るバレンタイン・デーになりました。（つくば市：

Y.U.さん）

■ちょっとお昼にクラシック６（２月１６日）

上記「中学生のための音楽鑑賞会」と同じ出演者、

プログラムで、平日の昼間に気軽にお楽しみいた

だくコンサートとして開催しているのが「ちょっとお

昼にクラシック」シリーズ。客席をほとんど埋め尽く

すほど、多くの方にご来場いただいた。《中村》

アンケートから●すばらしい演奏会でした。フルー

トの工藤さんの黄金の響はいつ聴いてもすばらし

いですね。定年退職してお昼のコンサートに出か

けられるようになり、とてもよい一日でした。木管ア

ンサンブルの暖かい響につつまれて、心がなごん

だ昼時でした。（R.S.さん）●荒さん、伊藤さんは

それぞれコンクールがテレビ放送されたのを見てい

たので、生で聞けたのには感激でした。プロのす

ごさを見せつけられました。（日立市：T.K.さん）

■ジグモンド・サットマリー

オルガン・リサイタル（２月２６日）

サットマリーさんは、ご夫人とともに、公演の3日

前に成田空港に到着し、そのまま水戸入りし、翌

日から2日間リハーサルを行った。水戸芸術館の

オルガンはエントランスホールに設置されているた

め、美術ギャラリーなどがオープンしている時間に

は、音を出すことが出来ない。そこで、オルガンの

リハーサルは夜から開始されることになる。サット

マリーさんのリハーサルは本当に入念なものであ

り、連日、深夜まで行われた。ところで、サットマ

リー夫人は日本の方で、演奏会ではアシスタントも

務められた。サットマリーさんがハンガリーから亡

命した時から、連れ添い苦労を共にしてきている

そうだ。そして、そのお二人から生まれたのが娘

のアニコさん。両親から音楽的素養を受け継ぎ、

彼女はヴァイオリニストとして活躍している。今回

サットマリーさんは、同郷のコダーイと自身の作品

で父娘の共演を行った。サットマリーさんの演奏

は、同郷の想い、愛娘への想い、そして生涯をか

けて追求する音楽への情熱を籠めて、まさに血の

通った、聴く者の心を打つ演奏を聴かせてくれた。

アンコールは再び父娘の共演で、マスネの〈タイス

の瞑想曲〉。《中村》アンケートから●オルガンは

久しぶりですが、すばらしい演奏でした。（無記名

の方）●まるでシンセサイザーのようなオルガンが

新鮮でした。（無記名の方）●想像以上に創造的

で新しくて驚きました。（無記名の方）

最近の公演から
JANUARY
FEBRUARY

1.レイフ・オヴェ・アンスネス ピアノ・リサイタル 2. 中学生のための音楽鑑賞会　　3～4.ヴェッセリーナ・カサロヴァ メゾ・ソ
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究極の映画？

４月８日（日）にＮＰＯ法人シネマパンチとの共

催により水戸芸術館ＡＣＭ劇場で上映する映画

『アンナ・マグダレーナ・バッハの日記』は、究極

の映画である。―なんて言い方をしたら皆さん、

どう思われますか。「すごい視覚効果使ってる

の？」「匂いや味もあるとか？」「１２時間かかる

とか？」はい、全部違います。１９６７年にドイツの

ダニエル・ユイレとジャン＝マリー・ストローブと

いう監督が白黒で撮った、１時間３５分ほどのバ

ッハの伝記映画です。２番目の奥さん、アンナ・

マグダレーナ・バッハの視点から観たバッハの後

半生を描くこの映画、奥さんのナレーションとバ

ッハや音楽家たちの演奏シーンが淡々と交替

し進んでいきます。バッハ本人、全編でたぶん５

回くらいしかしゃべりません。ワンカットが恐ろ

しく長くて、《マタイ受難曲》の演奏シーンとか、

５分以上カメラが動きません。

「そそそそのどこが究極の映画？」はい、この

ユイレ＆ストローブさん、ハリウッド映画にものす

ごく批判的なんですね。要するに、あの手この

手で人間の想像力を管理し、麻痺させてゆく洗

脳装置みたいなものだと。自分たちは逆に、徹

底的に余計なものを取り去り、画面を「観る」こ

とに集中してもらう、と。言うは易し行なうは難

し、大概は最初ついていけなくて眠くなるので

すが、いつしかこの映画のリズムと波長があって

くると、「見えて」きます。ナレーションと演奏が

つくる絶妙のリズムがいかにそれ自体、音楽で

あるか。ひとつひとつのショットが、どれほど完璧

な構図で描かれているか。そしてバッハの奥さ

んのほんのわずかな視線の動きが、どんなに深

い愛を感じさせるか。観る人間の想像力をどこ

までも引き出してゆく、その意味でこれは「究極

の映画」なのだと思います。ラストにはなぜだか

非常に深く感動します。

そうそう、バッハを演ずるのは１９９６年に水戸

芸術館で名演を聴かせてくれたチェンバロとオ

ルガンの巨匠、レオンハルト。その他にも、アーノ

ンクールがケーテン侯に扮してヴィオラ・ダ・ガン

バを弾いているなど、当時の古楽演奏がたっぷ

り楽しめるドキュメントでもあります（演奏シー

ン、ほんとに多いです）。ちなみに日本初公開時

（渋谷のユーロスペース）には高橋悠治さんがパ

ンフレットに論を書かれていました。「ＢＡＣＨの

ための４人」プレ企画としてぜひ！詳しくは６ペ

ージ目のインフォメーション欄をどうぞ。

＊nettama=ネットワークする
猫、タマ。芸術館のコンサートを
サカナにいろんなところへnet-

tamaします。

【速報②】来たれ、高校生！
『耳で、考える。高校生音楽講座 in 水戸芸術館』

4月よりスタート。

音楽部門ではこれまで、さまざまな年代の方々のための音楽企画を実施して

きましたが、意外にもこれまでなかったのが高校生を対象とした企画。そこで

考えました、感性が鋭敏で、好奇心と探究心が旺盛な高校生の皆さんと共に、

音楽を「聴く」「知る」「考える」ことを探ってゆく講座シリーズ。芸術館の演奏会

企画に関連したテーマによる音楽部門のレクチャーを1回200円という超廉価

で聴いていただく、年6回のシリーズです（通して聴く方は1,000円とさらに割

引）。出席者は関連する演奏会を学生料金で聴ける特典もあり。全6回の予定

は以下の通りです。時間はいずれも17:00－19:00、会場は水戸芸術館コンサ

ートホールもしくは水戸芸術館会議場（事前連絡します）。各回定員は30名

です。

第1回 4月19日（木）「演奏は楽譜の再現、それとも？」

＊4月21日（土）の『高橋悠治ピアノ・リサイタル』をテーマに

第2回 5月31日（木）「指揮者がいること、いないこと、何が違う？」

＊6月の『水戸室内管弦楽団第68・69回定期演奏会』をテーマに

第3回 7月26日（木）「クラシック、ロック、ジャズ･･･音楽の“ジャンル”につい

て考えてみよう」＊8月10日（金）の『渋さ知らズオーケストラ』をテーマに

第4回 8月23日（木）「いま世界ではどんな音楽がつくられ、どこに向かおうと

しているのか？」＊9月14日（金）の『ピエール・ブーレーズの肖像』をテーマに

第5回 11月1日（木）「作曲家は書き直す―原典版と改訂版」

＊11月の『水戸室内管弦楽団第70回・第71回定期演奏会』をテーマに

第6回 1月17日（木）「モーツァルト、どうしてそんなにすごい？」

＊来年1月から始まる『モーツァルト：ピアノ・ソナタ全曲演奏会』をテーマに

お申し込み、お問い合わせは、担当矢澤・中崎までどうぞ（TEL029-227-

8118）。受付開始は４月３日（火）。高校生の皆さん、お待ちしています！

《矢澤》

【速報①】小澤征爾＆水戸室内管弦楽団
CD発売！

小澤征爾と水戸室内管弦楽団が近年取り組んでいるモーツァ

ルト作品のライヴ録音が、3月21日にいよいよ発売になりまし

た。「小澤征爾指揮 水戸室内管弦楽団／木管協奏曲集」（以

来8年ぶりとなる待望のリリースです。ぜひお買い求めいただ

き、あの感動の名演奏と再会していただければと思います。水

戸芸術館内ミュージアム・ショップ コントルポアンでも取り扱っ

ています。

【タイトル】

小澤征爾＆水戸室内管弦楽団モーツァルトシリーズ 1

モーツァルト 交響曲第40番ト短調／協奏交響曲変ホ長調（レ

ヴィン復元版）

【品番・価格】

ソニークラシカルSICC10046（CD＆SACDのハイブリッド盤）

3045円（税込み）［2900円（税抜き）］

【収録曲】

モーツァルト：交響曲 第40番ト短調 K.550

モーツァルト：協奏交響曲 変ホ長調 K.Anh.9（297B）（レヴィン

復元版）

【演奏者】

水戸室内管弦楽団　小澤征爾（指揮）

工藤重典（フルート独奏） 宮本文昭（オーボエ独奏）

ダーグ・イェンセン（ファゴット独奏）

ラデク・バボラーク（ホルン独奏）

【収録日・会場】

2004年7月7日、8日、9日　水戸芸術館コンサートホールATM

（第58回定期演奏会の演奏をライヴ収録）



information

■チケットに関するお問い合わせ
…水戸芸術館チケット予約センター／029-231-8000

営業時間／9：30～18：00（月曜休館）

■公演内容や企画に関するお問い合わせ
…水戸芸術館音楽部門／029-227-8118

■【ATM便り】毎月１回茨城新聞に不定期登場。

■NHK-FM水戸「芸術よもやま話」金曜日18：15頃～15分ほど。水戸周辺
83.2MHz、日立周辺84.2MHz。

■茨城放送「田辺昭雄のちょいマジらじお」内「田辺昭雄のなんだっけおじさん
～ちょい耳クラシック」毎週金曜日・朝7：20頃から約5分間　水戸周辺
1197KHz、土浦周辺1458KHz※4月より時間変更の予定。下インフォメーショ
ン欄をご覧下さい。

コンサートホールＡＴＭ
■高校生のための音楽講座第１回「演奏は楽譜の再現、それとも？」
４／１９（木）１７：００～１９：００ 参加費：１回券￥２００ ６回通し券￥１，０００
■［ＢＡＣＨのための４人］ その１・Ｂｒａｖｅｒｙ（勇気）
高橋悠治 ピアノ・リサイタル
４／２１（土）１８：３０開演　料金（全席指定）：￥３，５００
西山まりえチェンバロ・リサイタル［７／１４（土）］とのセット券￥５，０００
■高山三智子 ピアノ・リサイタル
４／２８（土）１８：３０開演　料金（全席自由）：￥３，５００

エントランスホール
■パイプオルガン プロムナード・コンサート
４／１４（土）１３：３０／１５：００ ４／１５（日）１２：００／１３：３０
４／２２（日）１２：００／１３：３０ ４／２９（日）１２：００／１３：３０
入場無料　※演奏は各回２０分程度です。

ＡＣＭ劇場
■［ＢＡＣＨのための４人］関連プレ企画・特別上映
映画『アンナ・マグダレーナ・バッハの日記』
４／８（日）１５：００～１６：５０（プレトークあり）
料金（全席自由）：￥１，０００
※高橋悠治ピアノ・リサイタル［４／２１（土）］もしくは西山まりえチェンバロ・リサイタル
［７／１４（土）］のチケットと一緒に購入すると￥２００引き

■野村万作抄１５ 『隠狸』『六人僧』
４／１４（土）１８：３０開演
料金（全席指定）：Ｓ席￥４，０００ Ａ席￥３，０００ Ｂ席￥２，０００

現代美術センター
■「夏への扉－マイクロポップの時代」展
２／３（土）～５／６（日）９：３０～１８：００（入場は１７：３０まで）
休館日：月曜日ただし４／３０（月・祝）は開館、翌５／１（火）は休館。
入場料：一般￥８００ 前売・団体（２０名以上）￥６００
中学生以下・６５歳以上・各種障害者手帳をお持ちの方と付添いの方１名
は無料

水戸芸術館の主な４月のスケジュール

茨城放送「ちょい耳クラシック」４月以降の予定

茨城放送で金曜朝7:20頃から約5分、音楽部門スタッフが登場して

「どこかで聴いたことがあるあの名曲」について語る「ちょい耳クラシッ

ク」のコーナー、おかげさまで好評をいただき、多くの方々から「聞い

たよ」のお声をいただきます。そんな皆様の声のおかげで、4月以降も

このコーナー、継続の見込みです。日時が動く可能性もありますが、こ

の原稿執筆時点では未定です。今後、学芸員のスタッフブログ

（http://www.arttowermito.or.jp/blog/index.html）等でお知らせします。

また、3月30日（金）の放送でもお知らせします。

チケット・インフォメーション〈３月３１日（土）発売分〉

◎水戸室内管弦楽団第68回定期演奏会

6月9日（土）18:30開演、6月10日（日）14:00開演

料金（全席指定）：S席￥5,000 A席￥4,000 B席￥3,000

◎水戸室内管弦楽団第69回定期演奏会

6月23日（土）18:30開演、6月24日（日）14:00開演

料金（全席指定）：S席￥7,000 A席￥5,500 B席￥4,000

第68回と第69回のセット券（限定300セット）：S席￥11,000 A席￥8,500

※水戸芸術館のみの取り扱いです。

※水戸室内管弦楽団定期演奏会には、3月28日（水）より友の会の先

行電話予約がありますので、3月31日（土）の一般発売の時点で日付

や券種によってはお客様のご希望に添えない場合があります。予めご

了承下さい。

〈４月８日（日）発売分〉

◎初見宗郷尺八リサイタル 7月29日（日）15:00開演

料金（全席自由）：一般￥3,000 学生（大学生以下）￥1,000

これからの演奏会・残席情報
〇…残席あり（２０席以上） △…残席わずか（２０席未満） ×…残席なし 中央…中央
ブロック 左右・裏…左右ブロックおよびステージ裏　補助…補助席

◎映画『アンナ・マグダレーナ・バッハの日記』
4/8（日）……………………………………………………自由席○

◎高橋悠治ピアノ・リサイタル 4/21（土）……中央△、左右・裏○

◎高山三智子ピアノ・リサイタル 4/28（土）………………自由席○

◎西山まりえチェンバロ・リサイタル

7/14（土）………………………………………中央△・左右・裏○

※3/11（日）現在の状況です。
※公演当日に残券がある場合、開演1時間前より水戸芸術館チケット
カウンターでお得な学生券を発売いたします。ご購入の際には学生証
（記名章）をお持ちください。公開セミナ－など、学生券のない公演も
ございますので、予めお問い合わせ下さい。
※固定席が売り切れ次第、補助席を販売いたします。

茨城の主な４月の演奏会　　※有料公演のみ

◆水戸市民会館　 ＴＥＬ／０２９（２２４）７５２１

■武蔵野音楽大学同窓会茨城支部　第３５回定期演奏会

４／３０（月・祝）１４：００開演

◆日立シビックセンター　 ＴＥＬ／０２９４（２４）７７１１

■音楽シリーズ２００７ 第１７回ひたち出身者によるコンサート

音楽の園　４／８（日）１４：００開演

■音楽シリーズ２００７ 合唱コンサート２００７ ４／１５（日）１５：００開演

◆ギター文化館　 ＴＥＬ／０２９９（４６）２４５７

■烏力亜娜　桜の物語コンサートｐａｒｔＩＩ ４／８（日）１５：００開演

■吉川二郎 フラメンコ コンサート 共演：野口久子

４／２９（日）１５：００開演

◆ノバホール　 ＴＥＬ／０２９（８５２）５８８１

■有馬由希子 ピアノリサイタル ４／７（土）１９：００開演

■熊倉千佳子 ピアノリサイタル ４／８（日）１４：３０開演

◆龍ヶ崎市民会館　 ＴＥＬ／０２９７（６４）１４１１

■Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ Ｃｏｎｃｅｒｔ～新しき風に浪漫を乗せて～

千住真理子（ヴァイオリン） ４／７（土）１８：００開演
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